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研究成果の概要 ロシア帝国臣民によるアジアでの活動はこれまで中東、中央アジア、南アジア、

東アジアを中心に研究されてきたが、Karen A. Snow (2012）などの研究によって東南アジアでの活

動状況も検証され、国際公共財（定期航路、電信網）を利用しアジア仏教圏（東アジア、東南アジ

ア、南アジア）で横断的に活動するロシア系仏教徒とその他のアジアの仏教徒の関係が次第に明ら

かになりつつある。本年度の研究では、1）ブリヤートの 11 世パンディド・ハンボラマ、チョイゾ

ンドルジョ・イロルトゥエフのアジア旅行、2）ロシア東洋学者（特にインド学者のイヴァン・P・
ミナエフ）のアジア旅行に注目して重点的に調査した。その結果、英領セイロンのアナガーリカ・

ダルマパーラとイギリス人ジャーナリスト、エドウィン・アーノルドによって創設された Maha 
Bodhi Society（大菩提会）がロシアや日本を含むアジアの仏教徒の交流の場として、重要な役割を

担っていた可能性が浮上した。カルムィク人、ブリヤート人による大菩提会への関与について、こ

れまであまり考察されてこなかったチベットのパンチェン・ラマとの関係性という観点から、今後

更なる調査・研究が必要であることが判明した。 
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